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　生産しながら計測を行う「インライン計測」
が注目を集めています。データの信頼性を担
保出来る記録装置を共同研究により開発しま
した。

開発の背景
　医薬品などの製造分野では、製品の安全性
を確保するため、製造日時や容器の充填量な
どの生産データの記録を残すことが国内外の
基準で求められています。そのような中、近
年の生産現場の IT 化に伴い、生産しながら計
測を行う「インライン計測」が注目を集めて
います。しかし、通常の情報機器によるデー
タロギング環境では、改ざんによる生産デー
タの偽装の可能性が残り、生産データの信頼
性が失われてしまいます。そこで、データの
信頼性を確保出来る記録装置を開発しました。

開発の経緯
　データの信頼性を確保出来る記録装置とし
て、生産データの改ざんや不正アクセスの防
止が可能で、かつ生産現場にてスタンドアロ
ンで生産データを収集・管理することが可能
な装置の開発に着手しました。また、既存の
生産設備にも容易に拡張出来ることをコンセ
プトに開発を行いました。

開発した製品の紹介
　図１は開発した記録装置の外観です。これ
は記録した生産データの信頼性を確保するた
めの装置です。LAN ケーブルで生産設備と接
続し、生産設備から送られてきた生産データ
を記録します。
　具体的には、（１）データの上書き防止、（２）
データの暗号化、（３）データの二重化、の三
つの機能を有したオリジナルワンチップICを、
FPGA を用いて実現しました。そして、その
オリジナルICを本装置に搭載しました（図２）。
　開発した装置は以下に示す三つの特長を
持っており、それぞれの頭文字をとって
”KT-FIS”と名付けました。
　　proof Falsification（耐改ざん性）
　　high Integrity（完全性）
　　strong Security（安全性）

　現在は医薬品の充填計測装置に組込み、安
全に充填データを記録できる装置の開発に取
り組んでいます。また、拡張性を重視した設
計となっているため、他のシステムへの拡張
も容易となります。

【共同研究先】株式会社ケーテー製作所
http://www.ktmfg.co.jp/
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図1　インライン計測のための生産データ記録装置
（KT-FIS）の外観

図2　 開発した装置（KT-FIS）の概要


